



In this paper, I examine the correspondence of two-syllable Chinese 
verbs between Japanese (VN-suru) and Korean (VN-hada). Special 
attention is given to the ‘negative transfer’ in the correspondence of 
Chinese verbs between both languages.
I found that there are eight types of negative transfers between 
two-syllable VN-suru and VN-hada. They have interfered with 
learners’ studying in both languages. It is necessary to consider ef-
fective methods to prevent these ‘negative transfers.’
However, a quantitative measure of the ratio of these Chinese verbs 
in the lexicon of the two languages has not been performed. I pro-
pose a five part methodology to address the urgent need for data 


















































 k. 공사（工事）가 완료（完了）되다.
























































（2） k. 한국어를 공부（工夫）하다. 【非対応１】
 j. 韓国語を勉強する。 
5日韓両言語における漢語動詞の「負の転移」をめぐって
（3） k. 회의에 참석（參席）하다. 【非対応２】
 j. 会議に出席する。
（4） k. 가격을 인상（引上）하다. 【非対応３】
 j. 値段を引き上げる。
（5） k. 질문에 대답（對答）하다. 【非対応４】
 j. 質問に答える。
（6） k. 화를 자초（自招）하다. 【非対応５】
 j. 災いを自ら招く。



























































































































































































（16） 横転する 옆으로 넘어지다
 冠水する 물에 잠기다
 散水する 물을 뿌리다
 実見する 실제로 보다
 出店する 가게［점포］를 새로 내다
 帯出する 비치된 물건을 무단으로 가지고 나가다
 堪能する 충분히 만족하다
 重宝する 유용하게 잘 쓰다
 盗撮する 카메라로 몰래 찍다 
 抜糸する 실을 뽑다 
 文通する 편지를 주고 받다
 返金する 돈을 돌려주다4）












（17） 飲食する 음식（飮⻝）（×하다） 음식을 먹다
 影響する 영향（影響）（×하다） 영향을 미치다
 傾斜する 경사（傾斜） （×하다） 경사가 지다
 故障する 고장（故障） （×하다） 고장 나다
 勝負する 승부（勝負） （×하다） 승부를 겨루다
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 悲鳴する 비명（悲鳴） （×하다） 비명을 지르다





（18） 始末する 시말（始末）（×하다） 처리（處理）하다
 示談する 시담（示談）（×하다） 합의（合意）하다
（19） 紅葉する 홍엽（紅葉）（×하다） 빨갛게 물들다
 死生する 사생（死生）（×하다） 살고 죽다 
 成人する 성인（成人）（×하다） 성년이 되다
 絶句する 절구（絶句）（×하다） 할 말을 잊다，말문이 막히다
 宅配する 택배（宅配）（×하다） 집에까지 배달하다
 汎用する 범용（汎用）（×하다） 여러 가지 용도로 널리 쓰이다















































（22） 감염（感染）名 하自 되自
 경색（梗塞）名 하自 되自
 경직（硬直）名 하自 되自
 난파（難破）名 하自 되自

























（24） （名詞-에） 감염（感染）하다/되다 感染する
 （名詞-에） 경도（傾倒）하다/되다 傾倒する
 （名詞-에서） 고립（孤立）하다/되다 孤立する
 （名詞-과） 공통（共通）하다/되다 共通する
 （名詞-과） 관련（關聯）하다/되다 関連する
 （名詞-에） 당선（當選）하다/되다 当選する
 （名詞-과/에） 대응（對應）하다/되다 対応する
 （名詞-에） 도착（到着）하다/되다 到着する
 （名詞-에） 동화（同化）하다/되다 同化する
 （名詞-에） 밀집（密集）하다/되다 密集する
15日韓両言語における漢語動詞の「負の転移」をめぐって
 （名詞-으로） 변색（變色）하다/되다 変色する
 （名詞-으로） 분열（分裂）하다/되다 分裂する
 （名詞-에） 소속（所屬）하다/되다 所属する
 （名詞-과/에） 직결（直結）하다/되다 直結する
 （名詞-으로） 진전（進展）하다/되다 進展する
 （名詞-으로） 진화（進化）하다/되다 進化する
 （名詞-으로） 파생（派生）하다/되다 派生する
 （名詞-에/으로） 편입（編入）하다/되다 編入する
 （名詞-에） 합류（合流）하다/되다 合流する
 （名詞-에） 해당（該當）하다/되다 該当する







































































 k. 겸손（謙遜）한 말투
（27） j. 人手が不足な時は連絡してください
 k. 일손이 부족（不足）할10） 때는 연락 주세요
（28） j. 卓越した能力を示す
 k. 탁월（卓越）한 능력을 보이다
（29） j. 円熟した演技
 k. 원숙（圓熟）한 연기
（30） j. ますます肥大する情報産業
 k.  ＊점점 더 비대（肥大）한 정보 산업11）  
→ 점점 더 비대（肥大）해지는 정보 산업
（31） j. 犯行の手口が類似する事件
 k. 범행 수법이 유사（類似）한 사건
（32） j. 特定の日
 k. 특정（特定）한 날
（33） j. 一定の分量






 k. 서비스가 철저（徹底）하다. 
（35） j. 空気が乾燥している。
 k. 공기가 건조（乾燥）하다. 
（36） j. 犯人を特定する。




 k. ＊지인［아는 사람］분주로 취직이 되었다. 
（38） j. 哀惜の念にたえない。







































































































（39） 발명（發明）名 하他 発明．
 발생（發生）名 하自 発生．
 영위（營爲）名 하他 営為；営み．




（40） 발명（發明）名 発明．－발명（發明）하다 他 発明する．
 발생（發生）名 発生．－발생（發生）하다 自 発生する．
 영위（營爲）名 営為；営み．－영위（營爲）하다 他 営む．






























（42） 競売する/경매（競賣）하다 競売にかける/경매에 붙이다
 激論する/격론（激論）하다 激論をたたかわせる/격론을 벌이다
 死闘する/사투（死鬪）하다 死闘を繰り返す/사투를 벌이다
 主演する/주연（主演）하다 主演を務める/주연을 맡다
 声援する/성원（聲援）하다 声援を送る/성원을 보내다
 訴訟する/소송（訴訟）하다 訴訟を起こす/소송을 걸다［제기하다］
 騒動する/소동（騷動）하다 騒動を起こす/소동을 일으키다
 破局する/파국（破局）하다 破局を迎える/파국을 맞다
23日韓両言語における漢語動詞の「負の転移」をめぐって
 判決する/판결（判決）하다 判決を下す/판결을 내리다…
（42）の場合は，漢語動詞のみならず，VNと共起する動詞においても意
味上・統語上の対応が見られる。しかし，「司会する」に対して「사회（司
會）하다/사회를 보다」のように一致しない場合もある。漢語VNにおける
コロケーション情報の提示は，両言語の中級以上の学習者の表現力を向上
させ，文脈によってはより自然な表現にもなる。
ここまで，日韓両言語における漢語動詞の習得を促すための５つの取り
組みについて提案をした。いずれの取り組みも簡単ではないが，「漢語動
詞の共有」という学習上のメリットを生かすためにも必要な作業である。
これ以外にも両言語の学習者に上記で取り上げた様々な非対応に気づいて
もらうための情報発信が必要である。
６．おわりに
本稿では，尹・車（2013）に倣って日韓両言語の漢語動詞を日本語から
捉えた際に見えてくる負の転移について考察した。これにより，日本語か
らは８種類ほどの非対応の現状が浮き彫りになった。漢語動詞が両言語の
語彙の中で占める割合，比重にも関わらず，基本的なデータが整備されて
いない現状についても問題を提起，それのための５つの取り組みについて
具体的に提案した。これらの取り組みは概ね連動している。
日韓両言語に見られる漢語動詞の共有という「正の転移」を両言語の教
育現場で生かしつつ，不一致を見せている「負の転移」から予想される「母
語の干渉」に効果的に対応するためにも，まずは語彙調査に基づいた教育
用漢語動詞のデータの整備が急がれる。
注
1　詳細は渡邊（1996）を参照されたい。
2　文頭の＊は当該の文または漢語VNが成り立たないことを表わす。
3　このように，日本語の漢語動詞に韓国語は固有語と異なる漢語動詞の両方が対応す
る場合もある。どちらを優先するかは，文脈による場合が多い。上に提示した「堪
忍する」と「辛抱する」も「참다」以外に「인내（忍耐）하다：忍耐する」になる場
合がある。
4 『東亜新国語辞典』（2004）および『標準韓国語大辞典』（2004）では「반금（﨤金）하다」
が見出し語として載っているが，『高麗大国語大辞典』（2009）には載っていない。
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筆者の語感および韓国人５人（全員大学教育関係者）への調査でも「使わない」と
いう返事のみだった。同じ文脈で使うとしたら「환불（還拂）하다」である。また「발
치（拔齒）하다」「만열（滿悅）하다」もそうであるが，この場合は「이를 뽑다［빼다］：
歯を抜く」「몹시 기뻐하다：非常に喜ぶ」が普通である。今後，実生活とかけ離れ
ている漢語動詞の存在をどうするかについて，議論していく必要がある。
5　松岡（2004）によると，日本語の場合は動詞性の高い名詞がスルと結びついて複合
動詞を形成する。しかし，韓国語の場合日本語と同じ漢字なのに，漢語動詞に派生
できないのも少なくない。韓国語にはどういう派生原理が働いているのかを調べる
のは今後の課題である。
6　「-되다」は自動詞化に関わる接辞でもあるが，漢語VNの受身に関わる接辞でもある。
これについて尹亭仁（2005）を参照されたい。
7　『大辞林』（2005）によると，「多言する」は漢語動詞であるが，対義語の「寡言」は
名詞である。対応する韓国語「과언（寡言）하다」「다언（多言）하다」はいずれも漢語
形容詞である。また「多作する」は漢語動詞であるが，対義語の「寡作」は名詞で
ある。韓国語「과작（寡作）하다」「다작（多作）하다」はいずれも漢語動詞である。「失
点」と「得点する」，「陽刻」「陰刻する」，「正用」「誤用する」も同じである。松岡
（2004）は，動詞性の高い名詞がスルと結びついて複合動詞を形成するとしているが，
対義語でも異なる場合があるようである。
8　数の上では，２字漢語形容詞は（25）に提示したものも含めて，50語ほどで，「의기소
침（意氣銷沈）하다：意気消沈する」などを含めてもそれほど多くはないと思われる。
しかし，頻度の高い語が少なくないため，学習者に用法への注意を促す必要はある。
9　「過去形」を指すのではなく，常に「VN-した」の形で用いられている漢語VNを指
す。
10　 漢語動詞も漢語形容詞も「때：時」の前に来る場合は活用形が両方とも「VN-할」
になる。
11　 「점점 더：ますます」という運動性を加える副詞が共起しているため，韓国語は漢
語形容詞が使えない。そのため，そこから派生した動詞「비대（肥大）해지다」になっ
ている。
12　 ３字漢語動詞や４字漢語動詞は別の対応の問題を抱えている。例えば，「長（ちょう　　　）嘆
息する」「長（なが　　）電話する」，「大（おお　　）掃除する」「大（だい　　）活躍する」のように派生に
おいて漢語動詞と混種語動詞が混ざっている。３字漢語動詞は「再利用する」「窒
息死する」「敵対視する」「表面化する」など，接頭辞や接尾辞が結合してさらに漢
語動詞として派生する場合が多いが，「大絶賛」「猛反対」「猛反発」などは『大辞林』
（2005）に載っていない。また，4字漢語動詞の場合，「약육강식（弱肉强⻝）하다：
弱肉強食（×する）」「언행일치（言行一致）하다：言行一致（×する）」「일망타진（一
網打盡）하다：一網打尽（×する）」「임기응변（臨機應變）하다：臨機応変（×する）」
のような対応関係から「일취월장（日就月將）하다：日進月歩（×する）」「양자택일
（兩者擇一）하다：二者択一（×する）」のように漢字が微妙に異なる場合，「일맥상
25日韓両言語における漢語動詞の「負の転移」をめぐって
통（一脉相通）하다：一脈相通ずる」など，様々な対応関係が見られると予想される。
日韓両言語における３字漢語動詞や４字漢語動詞の対応関係を確認するのは簡単で
はない。
13　 日本語には一見したところ漢語に見える「相席する」「会得する」「指図する」「手
配する」「両替する」などの混種語もある。この数値に，混種語や「逢引する」「割
引する」など和語から派生された語は含まれていない。「相席する」「手配する」「両
替する」に相当する韓国語は「환전（換錢）하다」「수배（手配）하다」「합석（合席）하
다」の漢語動詞である。このように日韓両言語の立場から取り組まないと見えてこ
ない違いもある。
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